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●発達障害に関するご相談は…各市町等の相談窓口

特別支援教育課　☎077-528-4641問合せ先
幼小中教育課　☎077-528-4662問合せ先

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿「通級による指導（通級指導教室）」の充実に向けて
～「発達障害のある子どもへの支援強化事業」の取組から～

幼児教育特別支援教育 幼児期は、「生きる力」の基礎となる根っこを育てる重要な時期です。

●毎朝元気に「おはよう」とあいさつをするように
なる。

●砂場や園庭で友だちと元気よく体を動かすよう
になる。

●お弁当をよく噛んで残さずに食べられるように
なる。　　　　　　　　　　

　「育ってほしい10の姿」を、幼稚園や
保育所、認定こども園では、遊びを中
心とした豊富な生活体験を通じて、しっかりと育んでいきます。
　子どもたちは、今日もいろんな遊びや体験を通して学んでいま
す。お家に帰られたら、お子さんのお話を聴いてあげてください。

幼小中教育課 ☎077-528-4665問合せ先

　滋賀県には全国に誇るたくさんの文化財があります。
多彩で豊かな滋賀の歴史を伝える、魅力あふれる文化財
の中で、子どもたちにも親しみやすく、身近にあるのが
埋蔵文化財です。
　どの市町にも集落跡や古墳、城跡などの遺跡があり、
昔の人が使った土器や石器などの遺物が地中に埋まって
います。遺跡や遺物などの埋蔵文化財は、文字では残さ
れなかった地域の歴史を生き生きと伝える私たちの大切
な資産です。
　県内には約4,600か所の遺跡があります。時が過ぎて人
の記憶は薄れても、土地に刻まれた記憶は変わることな
く色あせません。時代の事実を伝える土地の記憶。それ
が埋蔵文化財の特色です。
　埋蔵文化財の魅力は、その土地の個性や豊かさを具体

的に体感できることにあります。古墳や城跡を訪れて土地
の記憶に触れることで、私たちは心地よい懐かしさや、そ
の存在に誇りや愛着を感じることができたりします。
　遺跡から出土した土器や石器、埴輪や瓦などを間近に見
たり、直接触れたりできることも大きな魅力です。昔の人
が作ったり使ったりしたホンモノは、子どもたちの好奇心
をくすぐり、歴史への興味や関心を高め、今のくらしや未
来を考えるきっかけを与えてくれるでしょう。
　行楽の秋です。埋蔵文化財との楽しい出会いを見つけ
に、子どもたちと一
緒に出かけてみては
いかがでしょうか。

　平成30年度からの新しい幼稚園教育要領等では、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」が示さ
れました。これは、小学校入学までに育てていきた
い幼児の姿です。
　例えば、1つめの「健康な心と体」とは…
　自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働か
せ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活
をつくり出すようになる姿を示しています。

　県教育委員会では、
文部科学省の委託事
業を活用し、モデル
地域となる市町に対
して、アドバイザーを
配置し、通級指導担
当教員の専門性の向
上と障害の特性に応
じた指導・支援の充
実を図るための研究
に取り組んでいます。

小・中学校の通常の学級に在籍し、言語障害や発達障害等の比較的
軽度な障害のある子どもに対し、主として各教科等の学習を通常の

学級で行いながら、障害に応じた特別の指導（自立活動※と各教科の補
充指導）を特別の指導の場（通級指導教室）で行う指導形態です。
※自立活動：障害による学習上・生活上の困難を改善するための指導

通級による指導を受けている児童生徒数は、この10年間で大きく増
えており、県全体で教室数は平成19年度の29教室から現在70教室

まで拡充しているところです。通級指導教室での専門的な指導が生かさ
れるには、保護者や通常の学級の担任等との連携が大変重要です。

遊びは、日常生活そのもの。遊びは、大切な学習です。

❶ 健康な心と体
❷ 自立心
❸ 協同性
❹ 道徳性・規範意識の芽生え
❺ 社会生活との関わり
❻ 思考力の芽生え
❼ 自然との関わり・生命尊重
❽ 数量・図形、文字等への関心
　 ・感覚
❾ 言葉による伝え合い
 豊かな感性と表現

「通級による指導」とはどのようなものですか？Q

本県の「通級による指導」の実施状況は？Q

A

A

◆学習面でつまずきのある子どもは、「できな
いからダメだ」と思いがち。

◆行動面でつまずきのある子どもは、「どうし
てうまくいかないんだろう」と思いがち。

◆やればできる・理解されていると実感を持つ
ことができる！

◆自分のことが好きになれる！
＊「自分の個性」「自分に合う学び方」を知る。
＊自分らしく行動する「心地よさ」を体感する。

◆通級指導教室で、自筆で書く
ことだけにこだわらず、代替
手段を活用することも検討。

◆通常の学級で、書こうとした
努力を認めることで、自分の
思いや感想を書くことに前向
きに取り組めるようになった。

通級による指導で大事にしたいこと
具体的には

小学校教員の研修の様子

●英語を使っていろんな友だちに質問したり
するのが楽しかったです。（小学生）

●家でその日に習ってきた英語のチャンツ※
を楽しそうに口ずさんでいます。（保護者）

●普段おとなしい子どもや外国籍の子どもが
生き生きと活動している姿に驚き、感動し
ました。（教員）

※チャンツとは…英語の文章を強弱のある一
定のリズムに合わせて歌うもの。

小学校外国語活動の授業の様子

平成32年度からの新学習指導要領でこう変わります

　あかね古墳公園（東
近江市）では埴輪を立
て並べた古墳が復元整
備されていて、地方豪
族の墓の大きさを体感
できます。

滋賀の埋蔵文化財パンフレットプレゼント　※詳しくはプレゼントコーナーを御覧ください。

親子で楽しむ文化財
～ 埋 蔵 文 化 財 編 ～

親子で楽しむ文化財
～ 埋 蔵 文 化 財 編 ～

親子で楽しむ文化財
～ 埋 蔵 文 化 財 編 ～

幼児期の終わりまでに
育ってほしい10の姿

小学校英語教育小学校英語教育

小学校英語について●声の

3・4年生
外国語活動

5・6年生
外国語科

　新たに外国語活動が始まります。週当たり１時間です。
　「聞くこと」「話すこと」について体験的に理解を深めます。

　教科書を使って教科として「外国語（英語）」を学びます。週当たり２時間です。
　「聞くこと」「話すこと」に加え、「読むこと」「書くこと」についても指導をします。
　「書くこと」では、音声で慣れ親しんだ表現を書き写すことなどを指導します。
　「読むこと」では、音声で慣れ親しんだ表現について、意味と音声と文字を結びつけることなどを指導します。

　小学校英語では、「聞きたいことがある」「伝えたいことがある」という必然性のある英語でのコミュニケーション活
動を大切にしています。英語に慣れ親しみ、実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身につけます。

●小学校英語では音声を中心
●聞くことの言語活動を十分に設定し、話す活動につないでいきます。
●聞いたり、話したりのやり取りの中で、日本語との音声の違いや英語
の語順についての「気づき」を大切にします。
●人権教育との結びつき
●コミュニケーション活動により友だちと関わることで、子どもたちの
自己肯定感を高め、「自分への理解」「他者への理解」を深めます。
●小中高の連携を重視・研修の機会を充実
●小学校での外国語教育が充実することで、中・高等学校ではより高度な英語による言語活動が求められます。小学
校での学びが、中・高等学校での外国語教育に円滑に接続されるように、小中高の教員が互いに授業を参観したり、
指導計画や指導方法などについて話し合ったりしています。
●小学校での英語教育をより充実させるため、各校では授業研究会や研修の機会を増やしています。

通級による指導をきっかけに

◆文章を書くことに抵抗が強く、板書をノートに
書き写すことや作文が苦手である。

◆思いの表現が苦手で、集団に自分から関わって
いくことが難しい。

ENGLISHENGLISH
「聞くこと」や「話すこと」を中心に活動を通して学びます

イベ ント情 報イベ ント情 報

　集え！滋賀の歴史好き！　◇美術工芸コース◇
　教科書から飛び出してホンモノの歴史に触れよう！
　　●日程　10月29日（日）・11月19日（日）・12月 3日（日）
　　●会場　コラボしが（大津市）・大津市内の寺院

　土器や埴輪を間近で観察。スケッチ等を楽しんでみよう！
　●日程　11月 3日（金・祝）　10：00～16：00
　●会場　びわこ文化公園催し物広場（大津市）
　　　　　滋賀県埋蔵文化財センター

文化財専門職員のガイドで城跡や古墳を訪ねます。
　10月28日（土）　小谷城跡と戦国歴史資料館（長浜市）
　11月25日（土）　鴨稲荷山古墳と歴史民俗資料館（高島市）
　12月16日（土）　大岩山古墳群と銅鐸博物館（野洲市）

申込必要●子ども文化財探訪

申込不要●Ｍｙぶんドキドキ観察会

申込必要●中高生のための近江の文化財講座

もうすこしだよ。
がんばって！
（協同性）

さいごまで落ちないよう
にがんばるぞ！
（健康な心と体）
（自立心）

文化財保護課　☎077-528-4675問合せ先
検索滋賀県文化財保護課詳細は・・・・

検索発達障害相談窓口 滋賀県

【モデル校での実践例】

ICＴ機器等の活用による自筆の代替

（全体会）10月28日（土）10：00～15：35 野洲文化ホール
（分散会）10月29日（日）9 ：30～15：00 野洲文化ホール（小劇場）・野洲小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 篠原小学校・北野小学校・中主小学校・野洲中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニティーセンターしのはら
28日　■現地からのメッセージ「わたしから　あなたと　みんなで」
　　　■特別報告「届けたい、この思い」　報告：深田千秋さん
　　　■記念講演「どんな境遇にある子ども・若者も見捨てない！」
　　　　　　　　　講師：谷口仁史さん
29日　■特別分科会「あたたかなセーフティネットを創る人権のまちづくり」
　　　●午前：講演「地域・家庭・学校・行政と協力しながら“ただいま～”
　　　　　　　　　　と言える子どもたちの居場所をつくる」講師：岡本工介さん
　　　●午後：実践報告「子どもの居場所づくり・子ども食堂の取り組み」と意見交換

　JRCは、青少年赤十字（Junior Red Cross）の略です。青少年赤十字は、日本赤十字社の
活動の1つで、1922年に日本で最初の青少年赤十字社が滋賀県内の小学校に誕生しました。
高島高校のJRC部は青少年赤十字加盟60年以上の歴史があり、部活動として取り組んでい
るのは県内でも数少ないです。活動方針は、『奉仕』を
柱として活動しています。普段は、地域のイベントのお
手伝いや募金活動をしたり、学童保育の子どもと一緒に
遊んだり、施設に行き、高齢者や障害を持つ方との交流を
しています。夏休みには、今津東小学校で、子どもたちと
勉強会をすることもあります。国際交流にも力を入れ、
昨年は部員2名がマレーシアを訪問し、今年はマレーシ
アから高校生が高島に訪問する予定です。私たちの活動
が少しでも誰かの役に立てればいいなと思っています。

人権教育課 ☎077-528-4592問合せ先

高校教育課 ☎077-528-4573問合せ先

教育総務課　☎077-528-4512問合せ先

学校と地域の連携・協働

高島高等学校　JRC部

米原高等学校　地学部
　私たち地学部は、3年生が引退し、現在1年生6人、2
年生3人の9人で活動しています。平日は毎日、土・日は
基本どちらかを活動日にしますが、論文の締切り前にな
ると休みなく活動します。活動内容は、主に2つあり、
地質分野と天文分野です。地質分野では、近隣の山で野
外調査を行い、採集した堆積物の分析をし、堆積当時の
環境を調べたりします。天体分野では、太陽や惑星の研
究をします。また、月1回程度の天体観測を行い、8月は、
米原小・中学校の子どもたちと一緒に観望会をしました。

活動方針は、全国大会出場を目標に、先輩方の残してくれた研究結果を大切にし、部員み
んなで研究を継続していくことです。（第41回全国高等学校総合文化祭出場）

平成30年度滋賀県立高等学校入学者選抜

未来の創り手となるために必要な資質・能力を育むために
～「学びの変革」推進プロジェクト・2年目の取組～

未来の創り手となるために必要な資質・能力を育むために
～「学びの変革」推進プロジェクト・2年目の取組～

第61回滋賀県人権教育研究大会（野洲大会）について
主題　『差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう。』

推薦選抜、特色選抜、スポーツ・文化芸術推薦選抜、一般選抜を実施します。

※詳細は、平成30年度滋賀県立高等学校入学者選抜要項を御確認ください。
　滋賀県教育委員会ホームページ　ほhttp：//www.pref.shiga.lg.jp/edu/

滋賀県学習情報提供システム

におねっとにおねっと

「本 の 紹 介 コ ー
ナー」では、子ども
たちに読んでほしい
本のリスト、「子ど
も読書啓発冊子」
を掲載しています。

ＰＴＡでの研修会や
子育てについての
学習機会などで御
活用いただける「家
庭教育学習資料」
を掲載しています。
（ダウンロードもで
きます。）

「しが生涯スクエア」
にある視聴覚教材
（DVD・ビデオ等）の
貸出をしています。
ネットで検索、予約
することができ、貸
出は無料です。
（郵送での貸出も可
能です。送料は有料
です。）

皆さんのより身近な
地域での生涯学習を
応援します。ぜひ、
御活用ください。

県内外の学習講座の検索をすることができます。

不登校の子どもへの対応不登校の子どもへの対応

❸

選抜の日程

主な変更点

　県教育委員会では、昨年度から全県立高等学校を対象とした「学びの変革」推進プロ
ジェクトに取り組んでいます。
　昨年度は各校の取組を推進する教員を対象とした「学びの変革」セミナーを 5 回開催
し、「主体的・対話的で深い学び」を実現するための研修を実施しました。また、少人
数のグループで互いに授業を参観し合い、意見交換をしやすくするといったモデル校で
の具体的な取組をセミナーで共有し、全県への普及を図りました。
　今年度はセミナーを 6 回開催し、これからの社会を生きていくために必要な課題解決
能力やコミュニケーション能力といった資質や能力を育むための授業改善をより一層進
めていきます。

　滋賀県学習情報提供システム「におねっと」は、滋賀県内の学習情報を紹介
するサイトです。「視聴覚教材の貸出」や「地域で学ぼう『出前講座』」、「子ど
も読書活動支援センター」、「家庭教育学習資料～語り合いを通した親育ち～」、

「地域の力を学校へ『学校支援メニュー』」等、様々な情報を掲載しています。
　地域で、家庭で、学校で、ぜひ御活用ください。

第1回・第2回「学びの変革」セミナーの様子

　学びを深める
プロセスを知る
ことができた。

　他校の先生方の授業
づくりを参考にするこ
とができた。　今、行っている授業を具

体的にどのように変えてい
けばいいのかわかった。

声参加した先生 の

ヒントや教材が
いっぱい！

御活用
　ください！

フィーチャーフォン用ＰＣ・スマホ用

滋賀県心の教育相談センター　☎077-524-8125
＜ 9時～17時　土・日・祝日を除く＞

問合せ先

高校教育課　☎077-528-4573問合せ先
生涯学習課　☎077-528-4652問合せ先

学ぶ力向上

　このコーナーでは、県内の園児・児童・生徒の作品や活動などを
紹介していきます。

輝く滋賀の子どもたち！輝く滋賀の子どもたち！

http：//www.nionet.jp/http：//www.nionet.jp/

検索滋賀県心の教育相談センター

　不登校問題は早期相談・早期対応が大切です。一人で抱え込まず
に、できるだけ早く学校やスクールカウンセラー、相談機関に御相
談ください。

◎子どもの活動の広がりに合わせた対応と進路選択が大切です
●心が不安定になる思春期への配慮をする
　《別室や保健室、適応指導教室の利用/親子それぞれの相談機会の設定》
●教科担任などいろいろな先生と関わる
　《放課後や長期休みを利用した教科別の学習補充/部活動への参加》
●本人や保護者が学校と一緒に特性やタイプに合った進路を考える
　《高校の特色を知る/昼間定時制や通信制など様々な課程の情報を集める

/学校見学や体験入学》

◎学習の質や量の変化、新たな人間関係づくり、
高校ごとの決まりへの対応が大切です
●時間の使い方、スケジュール管理をサポートする
　《学習の仕方/課題の提出の見通し/優先順位づけ》
●特性やタイプに合った役割をつくる
　《グループ活動/学園祭の作業》
●相談・外出の機会をつくる
　《自分の特性を知るためのカウンセリングや検査/ひきこもりの予防》◎不登校傾向へのこまやかな早期対応が大切です

●生活リズムを整える
　《早寝早起き/学習をする時間やゲーム等をする時の約束を決める》
●学校に行く動機づけを行う
　《宿題や学習プリントの提出/行事への参加/家庭訪問での誘いかけ/

放課後登校》
●特性やタイプに合った居場所をつくる
　《別室や保健室、適応指導教室の利用》

　不登校のきっかけは、人間関係がうまくいかないことや、学習
に対する不安や苦手意識、体調不良や家庭の問題など様々です。
また、コミュニケーションが苦手であることやこだわりが強いこ
と、気が散りやすいことなどにより、学校生活をうまく過ごせな
いことが関係している場合もあります。
　心の教育相談センターでは、経験豊富なカウンセラーが保護者
や本人の話をしっかりと聴き、少しずつでも登校できるように、
家庭での関わり方を一緒に考えます。また、場合に応じて学校との連携も行います。
　今回は、家庭や学校の対応で大切なことや工夫の一端を紹介します。

心の教育相談センター

「におねっと」トップページ「におねっと」トップページ

検索におねっと

小学校

中学校

高等学校

推薦選抜・特色選抜検査
平成30年 2 月 7 日（水）

スポーツ・文化芸術推薦選抜検査
平成30年 2 月 7 日（水）・8 日（木）

一般選抜　学力検査等
平成30年 3 月 7 日（水）・8 日（木）

【スポーツ活動】15校　29競技
スポーツ・文化芸術推薦選抜の実施校および競技・部門

入学許可予定者通知
平成30年 2 月14日（水）
入学許可予定者通知

平成30年 2 月14日（水）
入学許可予定者発表

平成30年 3 月14日（水）

【文化芸術活動】4 校　 4 部門

昨年度の全体会の様子


